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(57)【要約】
【課題】スペース効率に優れた端子保護カバーを提供す
る。
【解決手段】端子保護カバー１０は、端子金具５０を収
容可能な収容凹部２１を有する本体部２０と、本体部２
０の一側壁２３Ａにヒンジを介して連結され、ヒンジを
支点として閉止位置と開放位置とに回動可能な蓋部６０
とを備える。本体部２０が、端子金具５０の形状に沿っ
て屈曲され、その屈曲部２４を境とした片側に配置され
る第１本体部２５と、他の片側に配置される第２本体部
２６とを有する形態とされる。蓋部６０が、第１本体部
２５に連結される第１蓋部６１と、第２本体部２６に連
結される第２蓋部６２とからなる。第１、第２蓋部６１
、６２が互いに交差する方向に回動可能とされている。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端子金具を収容可能な収容凹部を有する本体部と、
　前記本体部の一側壁にヒンジを介して連結され、前記ヒンジを支点として回動されるこ
とにより、前記収容凹部を開放する開放位置と前記収容凹部を閉止する閉止位置とに変位
させられ、前記閉止位置では前記本体部の他側壁に係止される蓋部とを備えた端子保護カ
バーであって、
　前記本体部が、前記端子金具の形状に沿って屈曲され、その屈曲部分を境とした片側に
配置される第１本体部と、他の片側に配置される第２本体部とを有する形態とされ、
　前記蓋部が、前記第１本体部に連結される第１蓋部と、前記第２本体部に連結される第
２蓋部とを有する形態とされ、かつ前記第１、第２蓋部が互いに交差する方向に回動可能
とされていることを特徴とする端子保護カバー。
【請求項２】
　前記本体部における屈曲部分の突出側の側壁には、前記端子金具に接続された電線が引
き出される開口部が形成されていることを特徴とする請求項１記載の端子保護カバー。
【請求項３】
　前記開口部の内面には、前記第１、第２本体部の双方の延出方向と交差する方向に沿っ
た案内面が形成され、前記電線が前記案内面に沿って引き出し可能とされていることを特
徴とする請求項２記載の端子保護カバー。
【請求項４】
　前記電線が、前記第１本体部内で前記端子金具に接続され、その接続部分から前記開口
部を通して前記第２本体部の位置する側とは反対側へ屈曲しつつ引き出されるものであり
、前記開口部の前記案内面を形成する側壁のうち、前記第２本体部側の側壁が、第１本体
部側の側壁よりも厚くされていることを特徴とする請求項３記載の端子保護カバー。
【請求項５】
　前記第１、第２蓋部のうちの少なくとも一方には、その一方が前記閉止位置から前記開
放位置へ過度に回動されようとした場合に、前記本体部の一側壁に当接してそれ以上の回
動操作を規制するストッパが突出して形成されていることを特徴とする請求項１ないし４
のいずれか１項記載の端子保護カバー。
【請求項６】
　前記第２本体部には、前記端子金具を取付対象に固定するための固定具が収容可能とさ
れ、前記固定具への操作を行うに先立ち、前記第２蓋部が前記閉止位置から前記開放位置
へと回動されるものであり、前記ストッパが前記第２蓋部に形成されていることを特徴と
する請求項５記載の端子保護カバー。
【請求項７】
　前記第２本体部の側壁と前記第１蓋部には、前記閉止位置にて前記第１蓋部を保持する
ためのロック構造が形成され、前記第１、２蓋部が前記閉止位置にあるときに、前記ロッ
ク構造と前記ストッパとが前記第２本体部の延出方向に近接して並んで配置されることを
特徴とする請求項６記載の端子保護カバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端子保護カバーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の端子保護カバーが特許文献１に開示されている。このものは、端子金具を収容可
能な収容凹部を有する本体部と、本体部の一側壁にヒンジを介して連結される蓋部とを備
えている。蓋部は、ヒンジを支点として、収容凹部を閉止する閉止位置と収容凹部を開放
する開放位置とに、回動可能とされている。閉止位置では、蓋部の端縁が本体部の他側壁
に弾性的に係止され、これによって蓋部が閉じ状態に保持されるようになっている。また
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、蓋部は第１、第２蓋部に分割され、第１、第２蓋部が直線状に並んで配置されている。
そして、第１、第２蓋部は互いに同じ方向に回動可能とされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２３０９９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記の場合、第１、第２蓋部の並び方向に端子保護カバーが大型化するとい
う問題がある。また、第１、第２蓋部の回動方向が同じ側に向けられているため、第１、
第２蓋部の開放側に部品等の異物があると、その異物と第１、第２蓋部のいずれかとの干
渉を回避し難いという問題もある。
【０００５】
　本発明は上記のような事情に基づいて完成されたものであって、スペース効率が良好な
端子保護カバーを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するための手段として、請求項１の発明は、端子金具を収容可能な収
容凹部を有する本体部と、前記本体部の一側壁にヒンジを介して連結され、前記ヒンジを
支点として回動されることにより、前記収容凹部を開放する開放位置と前記収容凹部を閉
止する閉止位置とに変位させられ、前記閉止位置では前記本体部の他側壁に係止される蓋
部とを備えた端子保護カバーであって、前記本体部が、前記端子金具の形状に沿って屈曲
され、その屈曲部分を境とした片側に配置される第１本体部と、他の片側に配置される第
２本体部とを有する形態とされ、前記蓋部が、前記第１本体部に連結される第１蓋部と、
前記第２本体部に連結される第２蓋部とを有する形態とされ、かつ前記第１、第２蓋部が
互いに交差する方向に回動可能とされているところに特徴を有する。
【０００７】
　請求項２の発明は、請求項１に記載のものにおいて、前記本体部における屈曲部分の突
出側の側壁には、前記端子金具に接続された電線が引き出される開口部が形成されている
ところに特徴を有する。
【０００８】
　請求項３の発明は、請求項２に記載のものにおいて、前記開口部の内面には、前記第１
、第２本体部の双方の延出方向と交差する方向に沿った案内面が形成され、前記電線が前
記案内面に沿って引き出し可能とされているところに特徴を有する。
【０００９】
　請求項４の発明は、請求項３に記載のものにおいて、前記電線が、前記第１本体部内で
前記端子金具に接続され、その接続部分から前記開口部を通して前記第２本体部の位置す
る側とは反対側へ屈曲しつつ引き出されるものであり、前記開口部の前記案内面を形成す
る側壁のうち、前記第２本体部側の側壁が、第１本体部側の側壁よりも厚くされていると
ころに特徴を有する。
【００１０】
　請求項５の発明は、請求項１ないし４のいずれか１項に記載のものにおいて、前記第１
、第２蓋部のうちの少なくとも一方には、その一方が前記閉止位置から前記開放位置へ過
度に回動されようとした場合に、前記本体部の一側壁に当接してそれ以上の回動操作を規
制するストッパが突出して形成されているところに特徴を有する。
【００１１】
　請求項６の発明は、請求項５に記載のものにおいて、前記第２本体部には、前記端子金
具を取付対象に固定するための固定具が収容可能とされ、前記固定具への操作を行うに先
立ち、前記第２蓋部が前記閉止位置から前記開放位置へと回動されるものであり、前記ス
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トッパが前記第２蓋部に形成されているところに特徴を有する。
【００１２】
　請求項７の発明は、請求項６に記載のものにおいて、前記第２本体部の側壁と前記第１
蓋部には、前記閉止位置にて前記第１蓋部を保持するためのロック構造が形成され、前記
第１、２蓋部が前記閉止位置にあるときに、前記ロック構造と前記ストッパとが前記第２
本体部の延出方向に近接して並んで配置されるところに特徴を有する。
【発明の効果】
【００１３】
　＜請求項１の発明＞
　本体部が端子金具の形状に沿って屈曲され、その屈曲部分を境とした片側に配置される
第１本体部と、他の片側に配置される第２本体部とを有する形態とされ、蓋部が第１本体
部に連結される第１蓋部と、第２本体部に連結される第２蓋部とを有する形態とされ、か
つ第１、第２蓋部が互いに交差する方向に回動可能とされているため、端子保護カバーが
第１本体部の延出方向に大型化するのが防止され、かつ開放位置にある第１、第２蓋部の
いずれかと異物との干渉も回避し易くなる。したがって、本発明によれば、スペース効率
が良好な端子保護カバーを得ることができる。
【００１４】
　＜請求項２の発明＞
　本体部における屈曲部分の突出側の側壁に、端子金具に接続された電線が引き出される
開口部が形成されているため、本体部の屈曲形状に制約されることなく、電線を所定の方
向に引き出すことが可能となる。
【００１５】
　＜請求項３の発明＞
　開口部の内面に形成された案内面によって電線が第１、第２本体部の双方の延出方向と
交差する方向へ引き出し可能となるため、その交差方向の先に位置する箇所へ電線を最短
距離で無駄なく配索することができる。
【００１６】
　＜請求項４の発明＞
　電線が開口部を通して第２本体部の位置する側とは反対側へ屈曲しつつ引き出され、開
口部の案内面を形成する側壁のうち、第２本体部側の側壁が、第１本体部側の側壁よりも
厚くされているため、電線の屈曲部位に作用する弾性反力を第２本体部側の側壁でしっか
り受け止めることができる。その結果、電線の案内機能の信頼性が高められる。また、電
線の屈曲部位を本体部に固定するためのクリップ等の固定具を省略できるため、コストが
低く抑えられる。さらに、第２本体部側の側壁の強度も高められる。
【００１７】
　＜請求項５の発明＞
　第１、第２蓋部のうちの少なくとも一方が閉止位置から開放位置へ過度に回動されよう
とすると、ストッパが本体部の一側壁に当接してそれ以上の回動操作が規制されるため、
蓋部の過度開きに起因してヒンジが破損・切断されるのが回避される。
【００１８】
　＜請求項６の発明＞
　固定具への操作を行うに先立ち、第２蓋部が閉止位置から開放位置へと回動され、スト
ッパが第２蓋部に形成されているため、請求項５の発明の効果をより有効に享受し得る。
【００１９】
　＜請求項７の発明＞
　第１、２蓋部が閉止位置にあるときに、ロック構造とストッパとが第２本体部の延出方
向に近接して並んで配置されるため、第２本体部の延出方向の先からロック構造に向けて
異物が進入してきても、ストッパが異物と当接することで、ロック構造と異物との干渉が
回避される。その結果、ロック構造が不用意にロック解除される事態を防止できる。
【図面の簡単な説明】
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【００２０】
【図１】本発明の実施形態１に係る端子保護カバーの平面図である。
【図２】端子保護カバーの側面図である。
【図３】端子金具を収容する前に、第１、第２蓋部が開放位置にある端子保護カバーの平
面図である。
【図４】端子金具を収容した端子保護カバーの平面図である。
【図５】第１蓋部が閉止位置にあり、第２蓋部が開放位置にある端子保護カバーの平面図
である。
【図６】第１蓋部が閉止位置にあり、第２蓋部が開放位置にある端子保護カバーの底面図
である。
【図７】第１蓋部が閉止位置にあり、第２蓋部が開放位置にある端子保護カバーの側面図
である。
【図８】ストッパが本体部の一側壁に当接した端子保護カバーの側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　＜実施形態１＞
　本発明の実施形態１を図１ないし図８によって説明する。本実施形態に係る端子保護カ
バー１０は合成樹脂材によって一体に成型され、本体部２０と蓋部６０とを備えている。
本体部２０には、図３及び図４に示すように、端子金具５０を収容可能な収容凹部２１が
上方に開口して形成されている。
【００２２】
　端子金具５０は導電性の金属板であって、図４に示すように、前後方向（図４の縦方向
）に延びる第１端子部５１と、幅方向（図４の横方向）に延びる第２端子部５２と、第１
、第２端子部５１、５２間にあって双方に連結される連結端子部５３とを有する形態とさ
れ、全体として略Ｌ字形をなしている。
【００２３】
　第１端子部５１の後端部には、図４に示すように、幅方向に一対のバレル片５４が立ち
上げ形成されている。また、第１端子部５１には、電線１００が載置される。電線１００
の中間部には、被覆１０１の除去によって芯線１０２が露出され、この芯線１０２に、両
バレル片５４が幅方向両側から圧着して接続される。また、連結端子部５３における曲げ
の外縁は、前後方向及び幅方向と交差する方向に沿った傾斜縁５６とされている。
【００２４】
　第２端子部５２には段差５５が形成され、段差５５を境とした連結端子部５３側の領域
が先端側（幅方向一側であって図４に示す向かって右側）の領域よりも一段高くされてい
る。また、第２端子部５２には、一条のリブ５７が上方へ叩き出して形成されている。リ
ブ５７は、連結端子部５３から段差５５を跨いで幅方向一端へ延びる形態とされている。
そして、第２端子部５２の先端部には、円形の取付孔５８が貫通して形成されている。取
付孔５８には下方（図示しない機器等の取付対象側）から図示しないボルトが挿通される
。取付孔５８に挿通されたボルトには、上方から図示しないナットが締め付けられる。
【００２５】
　本体部２０は、図３に示すように、端子金具５０の形状に沿って略Ｌ字形に屈曲する形
態とされ、端子金具５０が載置される底部２２と、端子金具５０の両側縁に沿うようにし
て底部２２の両側縁から立ち上げられた一対の側壁２３とを有している。
　また、本体部２０は、図３に示すように、屈曲部２４と、屈曲部２４の後方に配置され
る第１本体部２５と、屈曲部２４の幅方向一側に配置される第２本体部２６とからなる。
第１本体部２５の収容凹部２１には第１端子部５１が収容され、屈曲部２４の収容凹部２
１には連結端子部５３が収容され、第２本体部２６の収容凹部２１には第２端子部５２が
収容される。そして、第１本体部２５の後端には、電線１００が挿通される電線挿通口２
７が貫通して形成されている。
【００２６】
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　また、第２本体部２６には段部２７が形成され、段部２７を境とした屈曲部２４側の底
部２２が先端（幅方向一端）側の底部２２よりも一段高くされている。段部２７は、端子
金具５０の段差５５に沿って配置されている。そして、両側壁２３には、図７にも示すよ
うに、段部２７と対応する位置に、略垂直に切り立つ一対の切欠縁２８が形成されている
。また、図３に示すように、第２本体部２６における段部２７及び両切欠縁２８を境とし
た先端側の領域は、ボルト及びナット等の固定具が収容される固定具収容部２９とされて
いる。固定具収容部２９の底部２２には、ボルトを挿通可能な挿通孔３１が貫通して形成
されている。
【００２７】
　屈曲部２４の両側壁２３のうち、突出側（曲げの外側）の一側壁２３Ａには、開口部３
２が貫通して形成されている。開口部３２は、端子金具５０の傾斜縁５６に沿って配置さ
れる。そして、開口部３２には電線１００が遊嵌状態で挿通される。開口部３２の両側内
面には、開口部３２内において前後方向（第１本体部２５の延出方向）及び幅方向（第２
本体部２６の延出方向）に対し鈍角に交差する方向に沿った案内面３３が形成されている
。両案内面３３のうち、第２本体部２６の一側壁２３Ａに形成された第２案内面３３Ａは
、第１本体部２５の一側壁２３Ａに形成された第１案内面３３Ｂよりもその形成範囲が長
くされている。
【００２８】
　ここで、電線１００は、図４に示すように、前後方向にほぼ真直ぐ延出して電線挿通口
２７を通して第１本体部２５内に収容される。そして、電線１００は、第１端子部５１の
両バレル片５４に接続された後、開口部３２内において案内面３３（第２案内面３３Ａ）
に沿って屈曲させられ、開口部３２から第１本体部２５を挟んで第２本体部２６の位置す
る側とは反対側となる斜め前方へほぼ真直ぐ延出するように配索される。
【００２９】
　また、図３に示すように、本体部２０の両側壁２３のうち、屈曲部２４と固定具収容部
２９との間に位置する側壁２３は、他の側壁２３よりも厚肉とされている。また、屈曲部
２４と固定具収容部２９との間に位置する両側壁２３のうち、開口部３２に連なる一側壁
２３Ａは、その反対側の他側壁２３Ｂよりも厚肉とされている。これにより、第２案内面
３３Ａの形成範囲が長く確保されるようになっている。
【００３０】
　蓋部６０は、図３に示すように、第１本体部２５の一側壁２３Ａに第１ヒンジ９１を介
して連結される第１蓋部６１と、第２本体部２６の一側壁２３Ａに第２ヒンジ９２を介し
て連結される第２蓋部６２とを有している。第１、第２蓋部６１、６２は、それぞれ第１
、第２ヒンジ９１、９２を支点として回動可能とされ、その回動操作によって、収容凹部
２１の上方を開放する開放位置（図４に示す状態）と、収容凹部２１の上方を閉止する閉
止位置（図１に示す状態）とに変位可能とされている。本体部２０の一側壁２３Ａが略Ｌ
字形をなすことに起因し、第１蓋部６１は幅方向に沿って回動され、第２蓋部６２は前後
方向に沿って回動されることとなる。つまり、第１、第２蓋部６１、６２は互いに直交す
る方向に回動される。
【００３１】
　第１蓋部６１は、図５にも示すように、略Ｌ字形の平板状をなし、閉止位置において、
第１本体部２５及び屈曲部２４を上方から覆う主蓋部６３と、第２本体部２６の幅方向他
端部（固定具収容部２９を除く部分）を上方から覆う副蓋部６４とを有している。第１ヒ
ンジ９１は、主蓋部６３の一側縁に間隔をあけて対をなして連結されている。そして、主
蓋部６３の他端縁には、図２に示すように、主第１係止片６５が撓み可能に突出して形成
されている。第１本体部２５の他側壁２３Ｂの上端外面には、主第１係止部３４が突出し
て形成され、閉止位置では、主第１係止部３４を主第１係止片６５が弾性的に係止するよ
うになっている。また、主蓋部６３の後端には、図４に示すように、電線挿通口２７に挿
通された電線１００を上方から押さえることが可能な電線押さえ部６６が突出して形成さ
れている。
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【００３２】
　副蓋部６４の前後両側縁には、図４に示すように、前後夫々の副第１係止片６７が撓み
可能に突出して形成されている。前後夫々の副第１係止片６７のうち、前側の副第１係止
片６７は、後側の副第１係止片６７よりも大きなサイズで構成されている。第２本体部２
６の両側壁２３の上端外面には、前後夫々の副第１係止部３５が突出して形成され、閉止
位置では、副第１係止部３５を副第１係止片６７が弾性的に係止するようになっている。
前後夫々の副第１係止部３５のうち、前側の副第１係止部３５は、後側の副第１係止部３
５よりも大きなサイズで構成されている。
【００３３】
　また、副蓋部６４の他側縁には、図７に示すように、閉止位置にて両側壁２３の切欠縁
２８間の空間を塞ぐことが可能な封止壁３６が段部２７（図３を参照）に沿うように突出
して形成されている。副蓋部６４の内面には、図４に示すように、閉止位置において端子
金具５０の第２端子部５２を上方から押さえることが可能な端子押さえ部６８が突出して
形成されている。ここで、第１蓋部６１は、図５に示すように、主第１係止片６５が主第
１係止部３４を弾性的に係止するとともに、副第１係止片６７が副第１係止部３５を弾性
的に係止することにより、閉止位置に保持される。
【００３４】
　第２蓋部６２は、図５ないし図７に示すように、全体として角箱状をなし、閉止位置に
おいて、固定具収容部２９を上方から覆うことが可能とされている。第２蓋部６２の内部
には、ナットを収容可能なナット収容凹部６９が形成されている。第２ヒンジ９２は、幅
方向に間隔をあけて配置される主ヒンジ９２Ａと、両主ヒンジ９２Ａ間に配置される副ヒ
ンジ９２Ｂとからなる。副ヒンジ９２Ｂは、第２蓋部６２が第２本体部２６の上縁に起立
する位置から閉止位置及び開放位置への開閉動作を付勢するバネ力を有している。
【００３５】
　第２蓋部６２（後述する箱部７４）の他側（第２ヒンジ９２が連結される側とは反対側
）の側外面には、図５及び図７に示すように、片持ち状のロックアーム７１が撓み可能に
形成され、かつロックアーム７１を挟んだ両側に一対の保護壁７２が立ち上げ形成されて
いる。ロックアーム７１の根元側の外面には幅方向に一対のロック突起７３が形成されて
いる。固定具収容部２９の他側壁２３Ｂには、図６に示すように、門型枠状のロック受け
部３８が形成され、ロック受け部３８の内部に、ロック爪３９が形成されている。閉止位
置では、ロック受け部３８内にロックアーム７１が挿入され、ロック突起７３がロック爪
３９を弾性的に係止するようになっている。また、閉止位置では、図１に示すように、ロ
ック受け部３８の両脇に両保護壁７２が配置される。ここで、第２蓋部６２は、ロックア
ーム７１がロック受け部３８を弾性的に係止することにより、閉止位置に保持される。
【００３６】
　第２蓋部６２の外面には、図６及び図７に示すように、矩形箱状の箱部７４が外側へ膨
出して形成されている。閉止位置では、図２に示すように、箱部７４の上端と第１蓋部６
１の上端とがほぼ面一で揃うようになっている。また、第２蓋部６２の外面には、図８に
示すように、この第２蓋部６２が閉止位置から開放位置へ過度に開放されようとしたとき
に、固定具収容部２９の一側壁２３Ａに外側から当接するストッパ７５が突出して形成さ
れている。ストッパ７５は、図６に示すように、板片状をなし、第２蓋部６２における第
１蓋部６１寄りの端縁に沿って延び、箱部７４に一体に連結された形態とされている。そ
して、ストッパ７５は、図１に示すように、閉止位置において、封止壁３６を覆うように
配置され、かつ副第１係止部３５と副第１係止片６７とのロック構造に近接して並んで配
置される。
【００３７】
　次に、本実施形態に係る端子保護カバー１０の組付手順及び作用効果を説明する。
　まず、図３から図４にかけて示すように、第１、第２蓋部６１、６２を開放位置に置い
て、本体部２０の収容凹部２１内に電線１００付きの端子金具５０を収容する。すると、
電線１００は、電線挿通口２７から後方へ引き出されるとともに、開口部３２から斜め前
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方へ引き出される。このとき、電線１００は、開口部３２において第２本体部２６の第２
案内面３３Ａに当接することによって強制的に屈曲させられ、かつその屈曲形状を保持可
能とされる。そして、端子金具５０の先端部は段部２７を介することによって固定具収容
部２９内に位置決め状態で嵌合される。なお、仮に、第１本体部２５の前方に部品等の異
物があっても、開放位置にある第２蓋部６２がその異物と干渉することはない。次いで、
第１、第２蓋部６１、６２を閉止位置まで回動して本体部２０に保持させる。この状態で
、端子保護カバー１０は取付対象への取付作業を行う現場へ搬送される。
【００３８】
　作業現場では、図７に示すように、ロックアーム７１とロック受け部３８とのロック状
態を解除して、第２蓋部６２を再び開放位置に至らす。このとき、図８に示すように、第
２蓋部６２が過剰に開放されようとしても、ストッパ７５の一角部が第２本体部２６の一
側壁２３Ａに当接してそれ以上の回動操作が阻止される。
【００３９】
　次に、開放された固定具収容部２９に上方からナットを挿入し、ボルトにナットを締め
付ける。これにより、端子金具５０が端子保護ボックスとともに取付対象に取り付け固定
される。そして、図１及び図２に示すように、第２蓋部６２を閉止位置まで回動して第２
本体部２６に保持させる。すると、電線１００が、案内面３３に誘導されつつ開口部３２
から斜め前方へ延出してその先に位置する接続箇所（図示せず）に最短距離で配索される
こととなる。
【００４０】
　以上説明したように本実施形態によれば、本体部２０が、屈曲部２４を境とした後側に
配置される第１本体部２５と、屈曲部２４を境とした幅方向一側に配置される第２本体部
２６とを有する形態とされ、蓋部６０が第１本体部２５に連結される第１蓋部６１と、第
２本体部２６に連結される第２蓋部６２とを有する形態とされ、かつ第１、第２蓋部６１
、６２が互いに交差する方向に回動可能とされているため、端子保護カバー１０が第１本
体部２５の延出方向に大型化するのが防止され、かつ開放位置にある第１、第２蓋部６１
、６２のいずれかと異物との干渉も回避し易くなる。したがって、スペース効率が良好な
端子保護カバー１０を得ることができる。
【００４１】
　また、本体部２０の屈曲部２４の一側壁２３Ａに、端子金具５０に接続された電線１０
０が引き出される開口部３２が形成されているため、本体部２０の屈曲形状に制約される
ことなく、電線１００を所定の方向に引き出すことが可能となる。しかも、開口部３２の
内面に形成された案内面３３によって電線１００が第１、第２本体部２５、２６の双方の
延出方向と交差する方向（斜め前方）へ引き出されるため、その引き出し方向の先に位置
する接続箇所へ電線１００を最短距離で無駄なく配索することができる。
【００４２】
　また、電線１００が開口部３２を通して第２本体部２６の位置する側とは反対側へ屈曲
しつつ引き出され、開口部３２の案内面３３を形成する一側壁２３Ａのうち、第２本体部
２６側の一側壁２３Ａが、第１本体部２５側の一側壁２３Ａよりも厚くされているため、
電線１００の屈曲部位に作用する弾性反力を第２本体部２６側の一側壁２３Ａでしっかり
受け止めることができる。その結果、電線１００の案内機能の信頼性が高められる。しか
も、電線１００の屈曲部位を本体部２０に固定するためのクリップ等の固定具を省略でき
るため、コストが低く抑えられる。さらに、第２本体部２６側の一側壁２３Ａの強度も高
められる。
【００４３】
　また、第２蓋部６２が閉止位置から開放位置へ過度に回動されようとすると、ストッパ
７５が第２本体部２６の一側壁２３Ａに当接してそれ以上の回動操作が規制されるため、
蓋部６０の過度開きに起因してヒンジが破損・切断されるのが回避される。
【００４４】
　さらに、第１、２蓋部が閉止位置にあるときに、ロック構造（ロックアーム７１とロッ
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んで配置されるため、仮に、第２本体部２６の延出方向の先からロック構造に向けて異物
が進入してきても、ストッパ７５が異物と当接することにより、ロック構造と異物との干
渉が回避される。その結果、ロックアーム７１が不用意に撓み変形してロック解除される
事態を防止できる。
【００４５】
　＜他の実施形態＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定されるものではなく、例え
ば次のような実施形態も本発明の技術的範囲に含まれる。
　（１）第１、第２蓋部が互いに直交せずに単に交差する方向に回動されるものであって
もよい。
　（２）端子金具が、第１、２端子部及び連結端子部以外の部分を含む形態とされ、本体
部が、この端子金具の形状に合わせて、第１、第２本体部及び屈曲部以外の部分を含む形
態とされてもよい。また、蓋部が、第１、第２蓋部以外のものを有していてもよい。
　（３）第１蓋部にもストッパが形成されてもよい。また、第１蓋部のみにストッパが形
成されるものであってもよい。
【符号の説明】
【００４６】
　１０…端子保護カバー
　２０…本体部
　２１…収容凹部
　２３…側壁
　２３Ａ…一側壁
　２３Ｂ…他側壁
　２４…屈曲部
　２５…第１本体部
　２６…第２本体部
　３２…開口部
　３３…案内面
　３３Ａ…第２案内面
　３８…ロック受け部（ロック構造）
　５０…端子金具
　６０…蓋部
　６１…第１蓋部
　６２…第２蓋部
　７１…ロックアーム（ロック構造）
　７５…ストッパ
　９１…第１ヒンジ（ヒンジ）
　９２…第２ヒンジ（ヒンジ）
　１００…電線
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